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平成22年度一般会計当初予算は

前年度当初比　5,599万円増加（0.96％増）

58億6,068万円 でスタート 

　

平
成
22
年
度
当
初
予
算
は
、
４
月
に
町

長
選
挙
が
行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
新
規
事

業
や
政
策
的
費
用
を
含
ま
な
い
骨＊

格
予
算

と
し
て
編
成
し
て
い
ま
す
。

　

事
務
事
業
の
見
直
し
を
行
い
予
算
の
削

減
に
努
め
た
も
の
の
、
国
策
に
よ
る
子
ど
も

手
当
の
創
設
や
、
学
校
校
舎
の
耐
震
補
強

な
ど
の
事
業
に
取
り
組
む
た
め
、
21
年
度

当
初
予
算
と
比
べ
て
約
１
％
、
額
に
し
て

５
５
９
９
万
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
結
果
、
一
般
会
計
の
歳
入
歳
出
予

算
総
額
は
、
58
億
６
０
６
８
万
円
と
な
り

ま
し
た
。　
　
　
　
　
（
９・
10
面
に
関
連
記
事
）

＊
骨
格
予
算
と
は

町
長
選
挙
な
ど
の
た
め
新
規
事
業
の
予

算
計
上
を
避
け
、
人
件
費
や
福
祉･

教

育
に
関
す
る
経
費
な
ど
義
務
的
経
費
等

必
要
最
小
限
の
予
算
を
計
上
し
た
予
算

で
す
。

　

３
月
定
例
会
は
、
３
日
か
ら
18
日
ま

で
の
16
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、
町

長
よ
り
提
案
さ
れ
た
平
成
22
年
度
当
初

予
算
案
な
ど
28
の
議
案
を
審
議
し
、
い

ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
同
意
・
可
決
し

ま
し
た
。　
　（

賛
成
９
・
反
対
１
で
可
決
）

子ども手当に
２億６,１２０万円

中
学
校
校
舎

　

耐
震
補
強
工
事
に

１
億
３
，
７
８
０
万
円

　

平
成
22
年
度
鞍
手
町
一
般
会

計
予
算
で
は
、
地
方
交
付
税
や

臨
時
財
政
対
策
債
な
ど
、
前
年

度
に
比
べ
歳
入
が
増
え
る
こ
と

が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
深

刻
な
不
況
に
よ
り
税
収
は
前

年
度
よ
り
減
額
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
小

学
校
入
学
前
ま
で
の
医
療

費
無
料
化
の
継
続
や
鞍
手

北
中
、
鞍
手
南
中
の
耐
震

補
強
工
事
な
ど
歓
迎
さ
れ

る
予
算
も
盛
り
込
ま
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

家
計
の
収
入
が
減
っ
て
い

る
中
、
高
す
ぎ
る
国
保
税

や
ゴ
ミ
袋
料
金
、
保
育
料

な
ど
で
町
民
の
暮
ら
し
は

深
刻
な
状
況
に
お
ち
い
っ
て
い

ま
す
。
税
の
公
平
性
か
ら
も
、

同
和
関
係
予
算
に
も
本
格
的
に

メ
ス
を
入
れ
る
べ
き
で
す
。

　

町
民
の
暮
ら
し
を
応
援
す
る

予
算
に
組
み
替
え
て
い
く
こ
と

を
求
め
、
本
予
算
案
に
反
対
し

ま
す
。

（
宇
田
川　

亮
）

反  対  討  論



歳　入（ 財源 ）

歳　出（ 使いみち ）

会　　計　　名 平成２２年度 平成２１年度 対前年比 議決結果

一　般　会　計 ５８億６, ０６８万円 ５８億　 ４６９万円 １００．１ 賛成９・反対１で可決

特

別

会

計

国民健康保健事業 ２１億８, ９８４万円 ２０億５，２２７万円 １０６．７ 賛成９・反対１で可決

老人保健 ６１５万円 １，３９４万円 ４４．１ 全員賛成で可決

後期高齢者医療 １億７, ７７９万円 ２億５，５７２万円 ６９．５ 賛成９・反対１で可決

住宅新築資金等 １３５万円 １３５万円 １００．０ 賛成９・反対１で可決

流域関連公共下水道事業 ７億３, ８３９万円 ７億２，５５９万円 １０１．８ 全員賛成で可決

かんがい施設維持管理運営費 ９, ３４２万円 ５，０７８万円 １８４．０ 全員賛成で可決

谷山池パイプライン水利施設維持管理運営費 ９９９万円 ９５１万円 １０５．０ 全員賛成で可決

水道事業会計
収益的収入 ３億　 ６７１万円 ３億１，７１６万円 ９６．７

賛成９・反対１で可決
収益的支出 ３億 　６３３万円 ３億１，５４８万円 ９７．１

病院事業会計
収益的収入 ２７億１, ９２０万円 ２７億３，５８２万円 ９９．４

全員賛成で可決
収益的支出 ２７億１, ３５５万円 ２７億３，５３３万円 ９９．２

介護老人保健施設事業会計
収益的収入 ３億３, １９２万円 ３億２，００６万円 １０３．７

全員賛成で可決
収益的支出 ３億３, １３５万円 ３億１，９８１万円 １０３．６
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【会計別当初予算】

町  税
１６億9, ４８８万円
（２８．９％）　

地方交付税　

２０億６,０００万円

（３５．２％）　

５８億６,０６８万円

歳入合計

（１００％）国庫支出金
　４億７,４６４万円

（８．１％）

地方消費税交付金
１億４,０００万円
　　（２．４％）

地方譲与税
６，６００万円
　（１．１％）

分担金及び負担金
　８,２３４万円（１．４％）

使用料及び手数料
　１億７,４１４万円（３．０％）

県支出金
　３億８,０４８万円

（６．５％）

町の借入金
　５億　６８７万円

（８．６％）

諸収入　１億６,９４４万円
（２．９％）

その他　１億１,１８９万円
（１．９％）

人件費　１３億６,３００万円
（２３．３％）

その他　２,５７２万円
（０．４％）

補助金･負担金　１２億２,６６３万円
（２０．９％）

扶助費　７億１,２０６万円（１２．１％）
物件費　８億６,４８２万円

（１４．８％）

５８億６, ０６８万円
歳出合計

（１００％）

普通建設事業費
 ２億７, １７６万円

（４．７％）

維持補修費
 ３, ９５７万円
（０．７％）

借金の返済
　７億８,７００万円

（１３．４％）

繰出金　５億７,０１２万円
　　　　 （９．７％）



 　　　　　　
　　

　　　　　　

○ 町有財産管理費用　　 　　　　　　　2, ６５９万円
○ 文書・広報発行費用　　　　 　   　   ２，８４５万円
○ 電子計算機管理費用　　　　　 　    ９，１４７万円
○ 住民基本台帳ネットワーク・ 
    戸籍総合システム機器等使用料など       １，０４３万円  
○ 参議院議員選挙等選挙費用　 　   　  　  ８９４万円
○ 町長選挙・町議補欠選挙費用　　　　 　  ７３２万円
○ 国勢調査費用　　　　　　　 　　　 　  ８４０万円

○ くらじクリーンセンター負担金     ２億  　７８９万円
○ 病院事業繰出金　　　　　　　　 １億１，３２４万円
○ じん芥収集業務委託料　　　　 　   　９，５９０万円
○ 予防接種業務委託料　　　　 　         １，５０７万円
○ 衛生センター指定管理料　　　　　    ７，８７４万円
○ 葬斎場指定管理料　 　　　　 　    　 １，８４６万円
○ 妊婦健診委託料　　　　　　  　    　 １，０３９万円
○ 健康増進事業委託料　　　　　 　      １，５２０万円

歳 出  予算額

５８億 6,068 万円
（100％）

総務費
9億 2,325 万円

　　（15.7％）

民生費
20 億 6,325 万円

　　（35.2％）

公債費

7億 3,668 万円

　　（12.6％）

議会費　9,276 万円（1.6％）

○ 知的障害者施設支援費　　   　  　     ７，１２９万円
○ 国保会計繰出金　  　　    　　　　    ３，３０３万円
○ 介護保険広域連合負担金　       　 ２億５，０２８万円
○ 乳幼児医療費用　　    　　　 　　　  ２，６６４万円
○ 子ども手当　　　　　      　 　 ２億６，１２０万円
○ 後期高齢者医療療養給付費負担金　 ２億　 ４４６万円
○ 総合福祉センター指定管理料　　 　　７，７１６万円
○ 私立・広域保育所運営費負担金　 １億１，５０７万円

労働費　2,953 万円（0.5％）

一般会計予算　の使いみち一般会計予算　の使いみち

総務費

民生費

衛生費
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○ 九州労働金庫預託金　 　　　　１，０００万円
○ 緊急雇用創出事業費　 　　　　１，４０３万円
○ ふるさと雇用再生事業費 　　　　 ５５０万円

労働費

○ 報酬　　　　　　　　 　　　 ４，０９１万円
○ 会議録速記料　　　　　　   　　３２０万円
○ 政務調査費　　　　　　　 　　  ３０８万円
○ 本会議等出務費用弁償　　　　　１１９万円

議会費



          
                     

　

○ 商工会補助金　　　 　　　　　　　４００万円
○ 産業まつり補助金　　　　　　　    １８０万円
○ 西川線、中山・中間線路線バス運行負担金      １，８１６万円
○ 地域公共交通活性化協議会負担金　　　５５０万円
○ JRバス廃止に伴う代替バス補助金       ４９０万円
○ ひびき信用金庫預託金　　　　　　    ５００万円

歳 出  予算額

５８億 6,068 万円
（100％）

衛生費
6億 8,923 万円
      （11.8％）

土木費
3億 6,247 万円
 　（6.2％）

消防費
3億  504 万円
 　　（5.2％）

教育費
5億 1,279 万円
 　　（8.7％）

公債費

7億 3,668 万円

　　（12.6％）

農林水産業費　8,633 万円（1.5％）

商工費　4,935 万円（0.8％）

○ 外国青年招致事業費　　　　　　　　５１４万円
○ 文化財保護に伴う経費　　　　　    　２３２万円
○ 学校施設警備委託料　　　　　　　　８０４万円
○ 体育施設の維持・管理経費　　　　１，２５４万円
○ 町民体育祭報償費　　　　　 　  　　 １４５万円
○ 学校給食に伴う経費　　 　　　 　４，９４３万円
○ 小中学校耐震工事設計管理委託料 　　 ６７３万円
○ 中学校耐震工事費 　　　 　 　１億３, ７８０万円

一般会計予算　の使いみち一般会計予算　の使いみち

商工費

○ 公共下水道会計への繰出金　　 １億８，２９５万円
○ 町営住宅管理費　　　　　　　 　　３，３７３万円
○ 公園整備事業費　　 　  　　　　　 　８６７万円
○ 用排水路費　　  　　　　　　　　 １，０８５万円
○ 治水堤防費　　　　　　　　　　　　 ７７１万円
○ 県営土地改良事業費町負担金　　　　 ４４１万円
○ 山田川水利組合負担金　　　　　 　　７００万円

土木費

教育費

○ 直鞍広域消防事務組合負担金　  2 億７，１０３万円
○ 防火水槽新設等工事費　　　　　　    ６００万円
○ 消防団員の報酬・費用弁償等　　　２，２２０万円
○ 防犯灯整備工事費　　 　　　　　　　１００万円

消防費
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○ 計画転作互助方式推進事業補助金　　    １，８２４万円
○ 水田農業担い手機械購入支援事業補助金     １，３４５万円
○ 農地・水・環境保全向上活動支援事業補助金　　 ２２５万円

農林水産業費

○ 公共施設建設等に借り入れた借金の返済
　　   元金　　　　    ６億３，６７０万円
　　   利子　　　　   　   ９，６９９万円

借金の返済

予備費　1,000 万円（0.2％）
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２１年度補正予算

【一般会計補正　歳出の主なもの】

項　目 増　減　額 補正後の予算額 主　な　内　容

総　務　費 増額 4,720万 1千円 9億 8,700 万円 職員退職手当追加、農業委員会委員選挙費減額

民　生　費 減額 2,444万 6千円 19億 9,444 万円 後期高齢者医療給付費負担金減額、乳幼児医療費減額、
小規模福祉施設スプリンクラー等整備事業補助金追加、

衛　生　費 減額 3,104万 3千円 7億 6,328 万 2千円 新型インフルエンザ予防接種補助金減額、保健事業委託料減額
妊婦健診委託料減額、じん芥処理施設運営費負担金減額

土　木　費 減額 1,311万 9千円 5億 8,361 万円 用地費・工事費減額

教　育　費 増額 2,448万 8千円 5億 3,541 万 8千円 耐震診断委託料減額、体育館・武道場屋根改修工事費追加

災害復旧費 減額 570万 6千円 3,390 万 1千円 災害復旧工事費減額

【特別会計補正　歳出の主なもの】
会計名 増減額 補正後の予算額 主　な　内　容

国 民 健 康 保 険 事 業 増額 567万 4千円 22億 6,197 万 3千円 一般被保険者高額医療費追加
高額医療費共同事業医療費拠出金減額

老 人 保 健 事 業 － ０円 2,210万 9千円 款項区分ごとの金額補正

後期高齢者医療事業 増額 30万 4千円 2億 5,455 万 6千円 電算システム改修委託料追加、保険料等負担金追加
過誤納付金還付金減額

住宅新築資金等事業 － 0円 135万 3千円 款項区分ごとの金額補正

かんがい施設運営費 増額 13万 5千円 5,992万 5千円 電気保安点検業務委託料減額、基金積立金追加

谷山池パイプライン運営費 増額 52万 5千円 1,003 万 6千円 基金積立金の追加

水道事業 資本的支出 減額 697万円 1億 5282万 7千円 浄水場改良事業費減額

国の臨時交付金等を活用し

町立体育館・武道場屋根の改修工事などを計画
　

今
回
の
一
般
会
計
補
正
予

算
は
、
21
年
度
予
算
の
歳
出

執
行
残
の
減
額
と
併
せ
て
、

国
の
補
正
予
算
で
新
設
さ
れ

た
「
地
域
活
性
化
・
き
め
細

か
な
臨
時
交
付
金
」
に
よ
る

町
立
体
育
館
屋
根
改
修
事
業
、

武
道
館
屋
根
改
修
事
業
及
び

鞍
手
南
中
学
校
受
電
設
備
改

修
事
業
の
追
加
や
、「
地
域
介

護･

福
祉
空
間
整
備
等
施
設
整

備
交
付
金
事
業
」
に
よ
る
既

存
小
規
模
福
祉
施
設
ス
プ
リ

ン
ク
ラ
ー
整
備
事
業
費
の
追

加
、
依
願
退
職
職
員
の
退
職

手
当
の
追
加
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
５
５
２
万

円
を
減
額
し
、
予
算
総
額

を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

63
億
４
４
０
８
万
円
と
し
ま

し
た
。　
（
９
面
に
関
連
記
事
）

５５２万円を減額、一般会計予算は６３億４，４０9万円
交
付
金
等
の

決
定
が
遅
れ

事
業
実
施
は
平
成
22
年
度

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

町立武道館 町立体育館



　

こ
れ
ま
で
は
中
古
車
と
し

て
販
売
す
る
軽
自
動
車
等

で
、
登
録
が
抹
消
さ
れ
て
い

な
い
も
の
に
対
し
て
は
軽
自

動
車
税
を
課
税
し
て
い
ま
し

た
が
、
今
回
の
改
正
に
よ
り
、

古
物
商
許
可
証
を
持
っ
た
業

者
等
か
ら
申
請
が
あ
れ
ば
、

課
税
を
免
除
で
き
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

《
質
疑
》

問　

課
税
免
除
を
す
る
こ
と

で
、
ど
の
く
ら
い
歳
入
に
影

響
が
あ
る
の
か
。

答　

１
台
に
つ
き
４
０
０
０

円
と
か
７
２
０
０
円
の
免
除

に
な
り
ま
す
が
、
台
数
は
明

確
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
古
物

商
許
可
証
を
も
っ
た
中
古
車

販
売
業
者
等
か
ら
の
申
請
に

よ
っ
て
課
税
免
除
を
行
い
ま

す
。

問　

対
象
と
な
る
の
は
数
台

と
い
う
こ
と
だ
が
、
こ
れ
ま

で
は
課
税
し
て
い
た
の
か
。

答　

課
税
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
近
隣
市
町
で
は
す

で
に
こ
の
規
定
が
あ
り
ま
す

の
で
、
今
回
条
例
で
定
め
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

暴
力
団
等
を
追
放
す
る
た

め
、
町
の
事
務
事
業
の
入
札

に
参
加
さ
せ
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
、
ま
た
青
少
年
に
対

し
て
暴
力
団
に
加
入
せ
ず
、

暴
力
団
等
の
犯
罪
被
害
を
受

け
な
い
よ
う
に
教
育
を
推
進

す
る
こ
と
を
新
た
に
規
定
し

ま
し
た
。

《
質
疑
》

問　

町
立
の
中
学
校
、
高
校

で
暴
力
団
等
の
排
除
に
つ
い

て
教
育
を
推
進
す
る
と
な
っ

て
い
る
が
、
今
後
ど
の
よ

う
な
教
育
を
行
っ
て
い
く
の

か
。

答　

中
学
生
、
高
校
生
に
、

暴
力
団
等
を
根
絶
す
る
こ
と

の
重
要
性
が
認
識
で
き
る
よ

う
、
ま
た
暴
力
団
に
加
入
し

た
り
被
害
に
あ
っ
た
り
し
な

い
よ
う
、
教
職
員
に
よ
る
教

育
の
際
の
資
料
提
供
や
警
察

官
に
よ
る
出
向
教
育
な
ど
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
条
例
は
、
元
職
員
に

よ
る
公
金
横
領
事
件
に
関
し

て
道
義
的
責
任
を
取
る
こ
と

を
目
的
に
、
町
長
、
副
町
長

が
自
ら
の
退
職
手
当
を
減
額

す
る
た
め
、
平
成
21
年
12
月

定
例
会
に
提
案
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
12
月
議
会

で
は
「
こ
れ
か
ら
裁
判
が
始

ま
り
、
事
実
が
明
ら
か
に

な
っ
て
く
る
」「
任
期
満
了

ま
で
に
は
３
月
議
会

も
あ
り
、
そ
の
時
点
で

も
対
応
で
き
る
」
と
の

見
地
か
ら
、
継
続
審
査

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

２
月
２
日
の
初
公

判
、
及
び
３
月
17
日
の

第
２
回
公
判
で
の
検

察
の
冒
頭
陳
述
で
も

新
た
な
事
実
は
出
な

か
っ
た
こ
と
、
ま
た
両

氏
の
任
期
満
了
も
近

づ
い
て
い
る
こ
と
か

ら
、
退
職
手
当
の
減
額

条
例
案
を
可
決
し
ま

し
た
。
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今
議
会
で
は
、
商
品
軽
自
動
車
等
に
対
す
る
軽
自
動
車
税
の

課
税
免
除
を
定
め
る
「
鞍
手
町
税
条
例
」
の
改
正
な
ど
３
件
の

条
例
改
正
案
を
審
議
し
、
い
ず
れ
も
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
12

月
議
会
で
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
「
鞍
手
町
特
別
職
職
員
退

職
手
当
支
給
条
例
の
特
例
を
定
め
る
条
例
」
も
可
決
し
ま
し
た
。

条
例
の
改
正

そ
の
他
の
議
案

　

今
議
会
で
は
、
条
例
改
正
や
平
成

22
年
度
当
初
予
算
、
21
年
度
補
正
予

算
の
ほ
か
、
次
の
議
案
も
可
決
し
ま

し
た
。

○
福
岡
県
自
治
振
興
組
合
を
組
織
す

　

る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
増
減

○
福
岡
県
市
町
村
災
害
共
済
基
金
組

　

合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の

　

数
の
増
減

○
福
岡
県
介
護
保
険
広
域
連
合
規
約

　

の
変
更

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

（
賛
成
８
・
反
対
２
で
可
決
）

販
売
用
中
古
車
の

課
税
を
免
除

〜
税
条
例
の
一
部
改
正
〜

町
立
中
学
校
、
高
校
の

生
徒
へ
の
教
育
を
推
進

　

 

〜
暴
力
団
等
追
放
条
例
の

一
部
改
正
〜

町
長
30
％
、
副
町
長

15
％
退
職
手
当
を
減
額

〜
特
別
職
退
職
手
当
支
給
の

特
例
条
例
制
定
〜

　今回の元職員による公金横領事件の町の
被害額は、２億５，４０６万円にものぼりま
す。
　私は、議会にも相当の責任はあると思い
ますが、収入役や会計管理者はもとより、
職員の監督責任を持つ町長並びに副町長の
責任は極めて重大だと思います。
　この削減案は町長、副町長の在職中の横領
に対する責任として提案されていますが、在
職期間中に横領された額は１億１，７７７万
円にもなり、また、仕組債についても評価
損が約１億５，０００万円にもなっていま
す。これらのことを考慮すると、今回の削
減率は少なすぎ、町民はとうてい容認でき
るものではありません。
　町民感情として納得できない条例案には
反対します。　　　　　　 　　（香原　暹）

反  対  討  論

販売用軽自動車で登録が抹消されていない
車の課税免除ができるようになります

⑦
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教
育
委
員
の
任
命
に
同
意

　

末
永　

清
氏
が
本
年
１
月
31
日
を
も
っ
て
辞
任
さ
れ
た

の
で
、
そ
の
補
充
委
員
と
し
て
、
野
中　

眞
知
氏
を
任
命

す
る
こ
と
に
全
員
賛
成
で
同
意
し
ま
し
た
。

野
のなか

中　眞
ま ち

知　氏（63 歳）

現住所　木月１３１７番地１
任　期　平成２２年　３月３日から
　　　　平成２２年１０月６日まで
　　　　１期目

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の
選
任
に
同
意

　

入
江　

均
氏
の
任
期
が
６
月
９
日
で
満
了
す
る
こ
と
か

ら
、
同
氏
を
再
度
選
任
す
る
こ
と
に
議
会
の
同
意
を
求
め

ら
れ
、
全
員
賛
成
で
同
意
し
ま
し
た
。

入
いりえ

江　均
ひとし

　氏（71 歳）

現住所　新北１３６８番地
任　期　平成２２年６月１０日から
　　　　平成２５年６月　９日まで
　　　　５期目

3月定例会には２件の人事案件が提案され、いずれも同意しました。それぞれの委員さんがご活

躍されますことを期待します。

（
付
帯
意
見
を
つ
け

全
員
賛
成
で
採
択
）

○
町
道
認
定
に
関
す
る
請
願

　

当
該
道
路
は
、
役
場
横
か

ら
町
道
山
ヶ
崎
〜
唐
ヶ
崎
線

に
通
じ
る
地
域
の

重
要
な
生
活
道
路

で
す
。
ま
た
、
土

地
改
良
に
よ
り
公

衆
道
路
と
し
て
換

地
処
分
さ
れ
、
所

有
者
は
鞍
手
町
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
住
民
の
生
活
に
密
着

し
た
道
路
で
あ
り
、
早
急
に

町
道
と
し
て
認
定
、
整
備
し

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
請
願

し
ま
す
。

請
願
者

  

山
ヶ
崎
区
長　

篠
原 

守
成

紹
介
議
員　
　

  

武
谷 
保
正

お
金
で
す
。

　

地
方
自
治
を
踏
み
に
じ
っ

た
今
回
の
事
件
の
全
容
解
明

と
再
発
防
止
の
た
め
、
次
の

措
置
を
強
く
要
求
し
ま
す
。

記

１　

知
事
は
今
回
の
事
態
を

招
い
た
自
ら
の
責
任
を
明

確
に
す
る
と
と
も
に
、
今
回

の
疑
惑
の
全
容
を
徹
底
解
明

し
、
そ
の
結
果
を
県
民
に
報

告
す
る
こ
と
。

２　

政
治
倫
理
条
例
は
、
現

在
県
下
86
％
の
自
治
体
が
制

定
し
て
い
る
。
県
に
お
い
て

も
、
知
事
、
副
知
事
な
ど
特

別
職
と
県
議
を
対
象
と
し
た

実
効
あ
る
政
治
倫
理
条
例
を

制
定
す
る
こ
と
。

【
送
付
先
】

福
岡
県
知
事　

麻
生　

渡

○
県
政
・
県
町
村
会
汚
職

事
件
の
徹
底
解
明
及
び
再

発
防
止
の
た
め
の
政
治
倫

理
条
例
制
定
を
求
め
る
意

見
書

【
要
旨
】

　

福
岡
県
町
村
会
の
「
裏
金
」

接
待
に
端
を
発
し
た
汚
職
事

件
は
、
前
副
知
事
と
県
町
村

会
長
が
逮
捕･

起
訴
さ
れ
る

事
態
に
発
展
し
ま
し
た
。
こ

の
事
件
に
対
す
る
麻
生
知
事

の
対
応
は
、
極
め
て
不
十
分

で
す
。

　
「
裏
金
」
の
原
資
に
は
、

県
下
の
市
町
村
が
負
担
し
た

公
金
と
、
全
国
町
村
会
の
共

済
事
業
や
宝
く
じ
の
交
付
金

が
充
て
ら
れ
た
と
報
じ
て
い

ま
す
。
宝
く
じ
還
元
金
は
、

市
町
村
に
還
元
さ
れ
る
べ
き

請

願

議
員
発
議
に
よ
る
意
見
書
を

全
員
賛
成
で
可
決
し
、
関
係

機
関
宛
に
送
付
し
ま
し
た

意
見
書 

新しい人事

山ヶ崎区内の請願道路



問　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
補
助
金
が

１
７
０
０
万
円
ほ
ど
減
と

な
っ
て
い
る
が
、
接
種
し
た

人
数
は
。
ま
た
、
ど
の
よ
う

な
啓
発
を
行
っ
た
の
か
。

答　

６
１
３
人
を
接
種
予
定

と
し
て
い
ま
し
た
が
、
接
種

者
は
３
２
２
人
で
し
た
。
啓

発
に
つ
い
て
は
、
い
き
い
き

カ
レ
ン
ダ
ー
を
通
じ
て
行
い

ま
し
た
。

問　

予
算
が
余
る
と
い
う
の

は
周
知
不
足
や
、
受
け
に
く

い
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
の

で
は
。

答　

新
年
度
は
周
知
の
徹
底

を
図
り
、
ま
た
接
種
し
や
す

い
方
法
を
検
討
し
ま
す
。

問　

教
育
費
で
委
託
料
が

１
５
２
９
万
円
ほ
ど
減
額
に

な
っ
て
い
る
が
、
理
由
は
。

答　

こ
の
減
額
は
小
学
校
４

校
、
中
学
校
１
校
、
高
校
１

校
の
耐
震
診
断
委
託
料
の
入

札
残
で
す
。

問　

保
育
所
運
営
費
負
担
金

の
他
市
町
村
分
が
５
２
１
万

円
ほ
ど
減
額
に
な
っ
て
い
る

理
由
は
。

答　

お
尋
ね
の
分
は
、
他
市

町
村
の
乳
幼
児
の
保
育
を
鞍

手
町
が
受
託
し
て
お
こ
な
う

事
業
の
分
で
、
対
象
人
数
が

16
人
か
ら
14
人
に
減
っ
た
た

め
で
す
。

問　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
使

用
料
が
９
０
０
万
円
減
に

な
っ
た
の
は
、
利
用
者
の
減

に
よ
る
も
の
か
。

答　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
使

用
料
の
82
％
ほ
ど
を
占
め
る

の
が
風
呂
の
利
用
料
で
す
。

利
用
者
が
減
っ
た
た
め
減
収

と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
は

町
外
者
の
入
浴
料
金
を
引
上

げ
た
こ
と
が
影
響
し
た
と
思

い
ま
す
。

問　

利
子
及
び
配
当
金
の
説

明
欄
に
「
国
債
証
券
利
子
追

加
」
と
な
っ
て
い
る

が
、
こ
れ
は
仕
組
債

の
利
子
で
は
な
い
の

か
。
な
ぜ
こ
の
よ
う

な
表
記
に
な
っ
て
い

る
の
か
。

答　

従
前
か
ら
の
表

記
を
使
っ
て
い
ま
す
。

実
際
は
仕
組
債
１
億

円
に
対
す
る
利
子

50
万
円
で
す
。

　

表
記
に
つ
い
て
は
、

今
後
検
討
し
ま
す
。

問　

強
制
執
行
委
託
料
が
あ

る
が
、
こ
れ
は
ど
う
い
う
こ

と
か
。

答　

町
営
住
宅
入
居
者
に
悪

質
滞
納
者
が
数
人
お
ら
れ
ま

す
。そ
の
中
の
１
件
に
つ
い
て
、

22
年
度
強
制
執
行
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

問　

悪
質
滞
納
と
は
ど
の
よ

う
な
場
合
な
の
か
。
ま
た
強

制
執
行
の
中
身
は
。

答　

家
庭
状
況
を
十
分
把
握

し
た
上
で
滞
納
者
と
協
議
を

行
い
、
支
払
い
能
力
が
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
支
払
わ
な

い
と
い
う
場
合
、
最
終
手
段

と
し
て
強
制
執
行
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。
予
算
は
裁

判
所
か
ら
の
立
会
人
、
家
財

等
の
処
分
料
等
を
予
定
と
し

て
計
上
し
て
い
ま
す
。

問　

町
例
規
集
シ
ス
テ
ム
使

用
料
が
計
上
さ
れ
て
い
る

が
、
例
規
集
を
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
す
る
予
定
は
。

答　

電
算
シ
ス
テ
ム
の
入
れ

替
え
に
併
せ
て
、
例
規
集
も

載
せ
る
方
向
で
考
え
て
い
ま

す
。

問　

人
権
推
進
事
業
で
解
放

活
動
団
体
補
助
金
な
ど
、
団

体
補
助
金
の
今
後
の
方
向
性

は
。
ま
た
隣
保
館
の
各
種
教

室
講
師
謝
礼
、
管
理
委
託
料

な
ど
の
説
明
を
。

答　

人
権
問
題
に
つ
い
て
は

今
後
も
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
は
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
団

体
補
助
金
に
つ
い
て
は
、
今
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一
般
会
計
補
正
予
算

第
６
号

■

谷
山
池
パ
イ
プ
ラ
イ
ン

特
別
会
計
補
正
予
算

第
６
号

■

平
成
22
年
度
一
般

会
計
予
算

■
　
●
歳　

出

利
用
者
が
減
少
し
て
い
る
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

福
祉
棟
（
風
呂
）
の
入
口

現在役場内で使用されている鞍手町例規集システム
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後
関
係
者
と
協
議
を
し
て
い

き
ま
す
。
隣
保
館
の
講
座
は

県
の
補
助
対
象
事
業
の
中
で

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
中
身

に
つ
い
て
は
十
分
協
議
を

し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
管
理

に
つ
い
て
は
、
過
去
に
管
理

人
を
お
い
て
い
た
こ
と
か
ら

今
の
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
中
身
を
十
分
吟
味
し
、

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
修

繕
料
の
中
身
は
。「
食
の
自

立
支
援
事
業
」
は
町
単
独
事

業
か
補
助
事
業
な
の
か
。
ま

た
、
児
童
福
祉
施
設
費
が
大

き
く
増
え
て
い
る
理
由
は
。

答　

修
繕
料
は
、
急
を
要
す
る

修
繕
が
発
生
し
た
時
に
対
応
す

る
た
め
の
予
算
計
上
で
す
。

　
「
食
の
自
立
支
援
事
業
」
は

補
助
事
業
で
す
が
、
一
部
が

単
費
で
す
。

　

児
童
福
祉
施
設
費
の
増
加

は
、
児
童
数
増
に
伴
う
嘱
託

保
育
士
賃
金
の
増
、
保
育
所

の
畳
購
入
、
私
立
保
育
所
運

営
費
の
増
加
な
ど
が
大
き
な

原
因
で
す
。
な
お
、
民
間
が

行
う
延
長
保
育
、
一
時
預
か

り
に
つ
い
て
は
自
治
体
が
一

部
負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

問　
「
緊
急
雇
用
創
出
事
業

臨
時
特
例
基
金
事
業
」と「
ふ

る
さ
と
雇
用
再
生
特
別
基
金

事
業
」
の
割
り
当
て
額
及

び
中
身
は
。

答　
「
緊
急
雇
用
」
の
配

分
額
は
約
２
８
０
０
万
円

で
す
。
中
身
は
、
町
役

場
の
臨
時
職
員
、
道
路

パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
を
予

定
し
て
い
ま
す
。「
ふ
る

さ
と
」
の
配
分
額
は
約

１
１
０
０
万
円
で
す
。
こ

れ
は
民
間
企
業
等
に
委
託

し
、
雇
用
さ
れ
た
人
員

の
費
用
に
充
て
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
22
、
23

年
度
が
補
助
対
象
で
、
そ

れ
以
降
も
雇
用
し
て
も
ら

う
こ
と
を
条
件
に
、
鞍
手
町

商
工
会
に
委
託
し
ま
す
。

問　

産
業
ま
つ
り
補
助
金
が

あ
る
が
、
今
後
ど
の
よ
う
な

方
向
性
な
の
か
。

答　

昨
年
は
４
千
人
ほ
ど
来

場
者
が
あ
り
ま
し
た
。
集
客

力
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後

は
ま
つ
り
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を

目
指
し
、
か
つ
他
の
イ
ベ
ン

ト
と
の
同
時
開
催
な
ど
を
検

討
し
、
継
続
す
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

問　

以
前
中
学
校
の
窓
ガ
ラ

ス
等
破
損
の
修
繕
に
校
納
金

を
使
う
こ
と
の
是
非
に
つ
い

て
指
摘
し
た
が
、
そ
の
後
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答　

備
品
や
施
設
を
破
損
し

た
場
合
、
生
徒
が
特
定
で
き

な
い
分
は
教
育
委
員
会
で
修

繕
す
る
こ
と
を
全
学
校
に
対

し
周
知
徹
底
し
て
い
ま
す
。

問　

公
民
館
の
長
谷
別
館
、

総
合
プ
ー
ル
は
、
外
部
評
価

の
結
果
休
廃
止
と
な
っ
て
い

る
が
、
な
ぜ
維
持

管
理
の
経
費
が

計
上
さ
れ
て
い

る
の
か
。

答　

町
と
し
て

も
外
部
評
価
の

結
果
を
尊
重
し
、

廃
止
の
方
向
で

調
整
し
て
い
ま

す
。
た
だ
、
現

在
利
用
者
も
あ

り
、
廃
止
ま
で

の
間
の
経
費
と

し
て
計
上
し
て

い
ま
す
。

問　

22
年
度
予
算
は
骨
格
予

算
だ
が
、
地
方
交
付
税
等
は

ど
の
よ
う
な
考
え
方
で
計
上

し
て
い
る
の
か
。

答　

国
は
増
額
予
算
を
き
め

て
い
ま
す
が
、
交
付
税
等
の

算
式
を
示
し
て
い
ま
せ
ん
。

当
初
予
算
に
は
前
年
度
を
踏

襲
し
た
、
確
実
な
も
の
を
計

上
し
て
い
ま
す
。

問　

福
祉
セ
ン
タ
ー
使
用
料

を
９
０
０
万
円
減
額
計
上
し

て
い
る
が
、
増
収
の
た
め
に

も
条
例
の
改
正
を
考
え
る
べ

き
で
は
。

答　

昨
年
の
条
例
改
正
に
よ

り
利
用
者
は
減
り
ま
し
た

が
、
費
用
対
効
果
や
モ
ラ
ル

の
向
上
な
ど
を
考
え
れ
ば
、

現
時
点
で
は
条
例
を
改
正
す

る
必
要
は
な
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

問　

当
初
予
算
の
中
で
、
外

部
評
価
の
結
果
は
反
映
さ
れ

て
い
る
の
か
。
反
映
さ
れ
て

い
る
な
ら
、
そ
の
削
減
額
は
。

答　

当
初
予
算
の
段
階
で
は

事
業
費
で
６
６
９
万
円
、
人

件
費
で
６
８
万
５
千
円
、
計

７
３
５
万
５
千
円
を
削
減
し

て
い
ま
す
。
ま
だ
調
整
中
の

も
の
も
あ
り
、
今
後
補
正
で

減
額
し
て
い
く
も
の
も
出
て

く
る
予
定
で
す
の
で
、
９
月

の
時
点
で
額
が
確
定
す
る
と

思
い
ま
す
。

問　

外
部
評
価
を
早
め
に
行

い
、
23
年
度
は
当
初
予
算
の

中
で
削
減
す
る
べ
き
だ
と
思

う
が
。

答　

22
年
度
の
評
価
は
早
め

に
取
り
組
み
、
23
年
度
の
当

初
予
算
に
反
映
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

問　

町
財
政
の
バ
ラ
ン
ス

シ
ー
ト
を
作
成
し
、
財
政
状

況
を
分
か
り
や
す
く
、
明
ら

か
に
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い

た
が
実
施
は
。

答　

22
年
度
中
に
バ
ラ
ン
ス

シ
ー
ト
を
作
成
す
る
方
向

で
、
現
在
進
め
て
い
ま
す
。

　
●
歳　

入

　
●
全　

般

ブランド化を目指し、産業まつりは継続されます



問　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
と
広
域
連
合
納
付
金
が
大

幅
に
減
と
な
っ
て
い
る
が
、

理
由
は
。

答　

昨
年
の
当
初
予
算
の
際

に
、
広
域
連
合
が
鞍
手
町
の

被
保
険
者
数
を
５
５
０
人
ほ

ど
多
く
誤
っ
て
試
算
し
て
い

ま
し
た
。
21
年
度
中
に
は
正

し
い
数
に
直
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
回
正
し
い
被
保
険
者

数
に
な
っ
た
た
め
、
昨
年
当

初
と
比
較
し
て
大
き
な
減
額

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
と

不
況
に
よ
る
所
得
の
減
少
が

理
由
で
す
。

問　

貸
付
金
回
収
金
は
、
そ

の
年
の
回
収
予
定
分
だ
け
の

よ
う
だ
が
、
滞
納
分
全
部
を

回
収
す
る
予
定
と
し
て
計
上

す
べ
き
で
は
。

答　

予
算
は
調
定
額
を
計
上

し
な
い
で
、
収
入
見
込
み
額

を
計
上
す
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
、
過
去
３
年
間
の
平
均

を
計
上
し
て
い
ま
す
。

問　

早
く
回
収
を
終
え
て
こ

の
予
算
を
な
く
す
べ
き
だ
と

思
う
が
。

答　

ほ
と
ん
ど
が
償
還
期
間

を
過
ぎ
て
い
る
の
で
早
く
回

収
を
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

分
割
納
付
を
さ
れ
て
い
ま

す
。
た
だ
、
１
回
の
額
が
少

な
い
の
で
、
債
務
者
と
交
渉

し
て
金
額
を
増
や
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

問　

受
益
者
負
担
金
が
増
え

て
き
て
い
る
の
で
整
備
も
進

ん
で
い
る
と
思
う
が
、
計
画

に
対
す
る
現
在
の
状
況
と
、

今
後
の
計
画
は
。

答　

21
年
度
ま
で
の
普
及
率

は
３
０
・
５
％
で
す
。
22
年

度
以
降
、
い
牟
田
区
内
及
び

小
牧
、
今
村
方
面
の
工
事
を

中
心
に
進
め
て
い
く
計
画
で

す
。

問　

住
民
側
の
準
備
等
も
あ

る
の
で
、
こ
の
く
ら
い
の
年

度
に
は
ど
こ
の
地
域
の
整
備

を
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
知

ら
せ
る
べ
き
で
は
。

答　

計
画
は
10
年
毎
に
見
直

し
て
お
り
、
現
在
の
計
画
は

37
年
ま
で
の
分
で
す
。
そ
の

先
に
つ
い
て
は
、
補
助
事
業

で
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
国

の
認
可
を
受
け
た
区
域
か
ら

整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

数
年
先
ま
で
の
計
画
で
あ
れ

ば
お
知
ら
せ
で
き
る
の
で
、

広
報
等
を
使
っ
て
住
民
に
周

知
し
ま
す
。

問　

修
繕
料
５
３
０
０
万

円
の
内
容
は
。

答　

古
門
排
水
機
場
の
空

気
弁
と
手
動
弁
、
新
川
排

水
機
場
の
１
号
ポ
ン
プ
整

備
及
び
真
空
ポ
ン
プ
更
新
、

新
北
排
水
機
場
の
１
号
ポ

ン
プ
整
備
で
す
。

問　

ポ
ン
プ
の
老
朽
化
に

よ
り
近
年
高
額
な
修
繕
料
が

計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
今

後
の
修
繕
、
整
備
の
計
画
は

持
っ
て
い
る
の
か
。

答　

11
基
設
置
し
て
あ
る
ポ

ン
プ
の
修
繕
、
整
備
に
つ
い

て
は
、
22
年
度
か
ら
４
年
間

で
、
緊
急
性
の
高
い
も
の
か

ら
順
次
取
り
組
む
よ
う
計
画

し
て
い
ま
す
。

問　

浄
水
場
改
良
工
事
の
工

事
期
間
の
目
途
は
。

答　

22
年
度
と
23
年
度
で
、

前
処
理
施
設
、
急
速
ろ
過
施

設
、
排
水
処
理
施
設
の
工
事

を
行
う
予
定
で
す
。

問　

水
道
料
金
を
上
げ
る
際

は
、
こ
れ
だ
け
工
事
に
掛

か
っ
た
か
ら
料
金
を
上
げ
る

と
い
う
の
で
は
な
く
、
事
前

に
水
が
変
わ
る
こ
と
を
知
ら

せ
、
値
上
げ
に
対
し
て
町
民

の
感
情
が
緩
和
で
き
る
よ
う

に
す
べ
き
と
思
う
が
。

答　

施
設
を
改
良
し

て
、
お
い
し
い
水
を

提
供
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
料
金
の

見
直
し
を
す
る
時
に

は
、
町
民
の
皆
様
に

理
解
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

問　

水
道
事
業
収

益
が
前
年
比
で

１
０
４
４
万
９
千
円

減
に
な
っ
て
い
る
理

由
は
。

答　

人
口
減
に
伴
い
給

水
量
が
減
っ
て
い
る
の

が
原
因
だ
と
思
い
ま
す
。

問　

こ
れ
ま
で
の
利
益
余
剰

金
も
徐
々
に
減
っ
て
値
上
げ

も
必
要
に
な
る
と
思
う
が
、

工
事
完
了
ま
で
は
上
げ
る
こ

と
は
な
い
と
い
う
認
識
で
い

い
の
か
。

答　

工
事
が
終
わ
ら
な
い
と

そ
の
経
費
は
分
か
り
ま
せ

ん
。
工
事
が
終
わ
っ
て
か
ら
、

水
質
検
討
委
員
会
で
検
討
さ

れ
る
と
思
い
ま
す
。
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住
宅
新
築
資
金
等

特
別
会
計
予
算

■

公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
予
算

■

か
ん
が
い
施
設

特
別
会
計
予
算

■
水
道
事
業
会
計
予
算

■

22
、
23
年
度
で
改
良
工
事
が
行
わ
れ
る

浄
水
場

後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
予
算

■

平成２２年度下水道工事計画予定箇所図



　

地
震
災
害
時
の
倒

壊
の
危
険
性
や
、
耐
震
対
策

に
係
る
補
助
制
度
の
周
知
徹

底
は
。　

町
で
は
「
も
し
も

の
た
め
に
」
と
い
う
防
災
ハ
ン

ド
ブ
ッ
ク
を
各
家
庭
に
配
布

し
、
周
知
を
図
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、

毎
年
５
月
に
は
水

防
計
画
を
作
成

し
、
避
難
場
所
や

水
害
危
険
箇
所
な

ど
の
周
知
を
し
て

い
ま
す
。
耐
震
化

に
つ
い
て
は
、
木

造
住
宅
の
耐
震
診
断
経
費
を

一
部
助
成
す
る
県
の
制
度
が

あ
り
ま
す
の
で
、
周
知
に
努

め
ま
す
。

本
町
の
広
域
避
難

体
制
は
ど
こ
ま
で
確
立
さ
れ

て
い
る
の
か
。

鞍
手
町
防
災
会
議

を
設
け
、
県
、
警
察
、
消
防
、

自
衛
隊
や
各
出
先
機
関
と
連

携
を
と
り
、
災
害
時
の
協
力
体

制
の
確
立
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
今
後
は
災
害
時
に
お

け
る
要
援
護
者
対
策
を
含
め

て
地
域
防
災
計
画
を
見
直
し
、

対
応
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

本
町
医
療
機
関
の

耐
震
化
と
緊
急
時
医
療
体
制

の
確
立
は
。
特
に
、
透
析
患

者
へ
の
対
応
は
。

町
立
病
院
南
病
棟

新
館
は
耐
震
構
造
に
な
っ
て

い
ま
す
。
緊
急
時
の
医
療
連
携

体
制
は
現
在
確
立
で
き
て
い

ま
せ
ん
が
、
今
後
県
等
に
働
き

か
け
対
策
を
講
じ
た
い
と
思

い
ま
す
。
透
析
患
者
に
つ
い
て

は
、
現
在
行
っ
て
い
る
１
部

透
析
を
２
部
、
３
部
に
す
る

こ
と
で
他
の
医
療
機
関
の
患

者
の
受
け
入
れ
も
可
能
で
す
。

小
中
学
校
の
耐
震

化
の
取
組
状
況
は
。

西
川
小
、
室
木

小
は
耐
震
構
造
で
建
て
ら
れ

て
い
ま
す
。
耐
震
診
断
の
結

果
で
は
、
剣
北
小
、
古
月
小

は
耐
震
補
強
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
両
中
学
校

は
22
年
度
に
補
強
工
事
を
行

い
、
剣
南
小
、
新
延
小
は
23

年
度
に
補
強
工
事
を
行
う
計

画
で
す
。

子
宮
頸
が
ん
の
予

防
の
た
め
、
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
公
費
助
成
は
で
き
な
い
か
。

ワ
ク
チ
ン
に
効
果

が
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い

ま
す
が
、
接
種
料
が
高
額
で
、

大
き
な
財
政
負
担
を
伴
う
の

で
、
今
の
と
こ
ろ
困
難
と
考

え
て
い
ま
す
。

仮
に
助
成
す
る
と

し
た
ら
、
対
象
者
と
経
費
は
。

対
象
者
は
２
１
４

人
、
経
費
は
１
２
８
４
万
円

で
す
。

が
ん
検
診
の
無
料

ク
ー
ポ
ン
は
次
年
度
も
取
り

組
む
の
か
。受

診
率
の
向
上
に

努
め
、
来
年
度
も
継
続
し
て

取
り
組
み
ま
す
。

　

※
こ
の
他
、
子
ど
も
読
書

　

活
動
推
進
事
業
に
関
す
る

　

質
問
も
し
ま
し
た
。
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知りたいこと 望むこと

５人の議員が町政を問う！
一般質問は、議員が町の行財政全般にわたって疑問点を執行機関に
ただし、所信の表明を求めるもので、町の行財政運営を監視する役

目の議会議員に与えられている権限です。

一般質問

一般質問の内容は、議会だよ

り編集委員が会議録に基づい

て編集をしています。詳細は

議会事務局にある会議録をご

参照下さい。

地
震
災
害
時
の
危
険
性
や
耐
震
対
策
に
つ
い
て

周
知
徹
底
は

い
ろ
い
ろ
な
媒
体
を
使
い
、
周
知
徹
底
に
努
め

ま
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
町
長
）

川野　高實　議員

質
問

町
長

質
問

町
長

質
問

町
長

質
問

教
育
長

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の

公
費
助
成
を

質
問

町
長

質
問

町
長

が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン

は
継
続
か

質
問

町
長

家
庭
に
配
布
さ
れ
て
い
る
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク



町
長
は
平
成
19
年

の
町
政
懇
談
会
や
議
会
で
、

「
行
財
政
改
革
は
、
減
ら
す

だ
け
で
な
く
、
積
極
的
に
収

入
を
増
や
す
の
が
最
重
要
課

題
」
と
言
わ
れ
て
い
た
が
、

町
の
増
収
を
図
る
と
い
う
課

題
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
な

対
策
を
と
っ
た
の
か
。

企
業
誘
致
と
人

口
の
定
住
化
に
よ
っ
て
増

収
を
図
る
計
画
で
し
た
が
、

景
気
の
後
退
に
よ
り
企
業

誘
致
は
実
現
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。

旧
宮
本
学
園
の
跡

地
は
、
平
成
19
年
３
月
に
基

金
を
取
崩
し
て
22
億
６
５
０

０
万
円
支
払
い
現
在
町
有
地

に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
後

町
と
し
て
は
ど
う
い
う
動
き

を
し
た
の
か
。宮

本
学
園
跡
地

に
つ
い
て
は
、
用
途
地
域
の

関
係
で
企
業
誘
致
が
で
き
な

い
こ
と
か
ら
、
住
宅
地
と
し

て
開
発
す
る
こ
と
を
考
え
ま

し
た
。
住
宅
産
業
関
係
の
方

な
ど
に
団
地
造
成
に
つ
い
て

お
願
い
を
し
ま
し
た
が
、
残

念
な
が
ら
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。

土
地
の
利
用
計
画

に
関
し
て
委
員
会
な
り
協
議

会
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
た
が
、
ど
う
な
っ

た
の
か
。

社
会
情
勢
、
経
済

情
勢
を
考
慮
し
、
効
果
を
考

え
た
上
で
協
議
会
を
設
置
し

ま
せ
ん
で
し
た
。

平
成
18
年
以
降
の

人
口
動
態
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。
増
減
数
は
。

平
成
18
年
３
月
末

時
点
で
の
人
口
は
１
万
８
８

５
４
人
、
平
成
22
年
２
月
末

時
点
で
は
１
万
７
６
６
９
人
、

４
年
間
で
９
８
５
人
減
少
し

て
い
ま
す
。
自
然
動
態
で
３
７

７
人
の
減
、
社
会
動
態
で
６
０

８
人
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
だ
け
人
口
が

減
少
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す

る
と
、
今
年
の
国
勢
調
査
で

は
も
っ
と
減
っ
て
い
る
と
思

う
。
人
口
が
減
少
す
る
と
交

付
税
が
減
り
、
財
政
上
も
厳

し
く
な
る
が
ど
う
考
え
る
か
。

１
万
９
０
０
０

人
と
い
う
総
合
計
画
の
目
標

を
も
っ
て
努
力
し
て
い
る
の

が
実
態
で
す
。
平
成
22
年
か

ら
過
疎
地
域
に
指
定
さ
れ
ま

す
の
で
、
過
疎
債
を
利
用
し

な
が
ら
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
進

め
、
活
力
の
あ
る
町
に
す
る

た
め
努
力
し
ま
す
。

公
金
横
領
問
題
は

全
て
解
決
し
た
と
考
え
て
い

る
の
か
。

現
在
元
職
員
の
裁

判
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

私
は
こ
れ
で
全
て
解
決
し
た

と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
。
一

義
的
に
は
横
領
し
た
者
が
弁

償
す
る
の
が
当
前
で
す
が
、

大
事
な
血
税
を
使
っ
た
こ
と

に
対
し
て
は
、
何
ら
か
の
形

で
返
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

町
長
の
在
任
期

間
中
に
合
計
で
11
億
３
千
万

円
の
仕
組
債
を
購
入
し
て
い

る
が
、
現
在
保
有
し
て
い
る

５
億
円
以
外
の
詳
細
は
。

５
億
円
以
外
の
も

の
は
、
仕
組
債
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
５
億
円
以
外
の
も
の

は
、
い
ず
れ
も
日
興
證
券
よ

り
購
入
し
た
外
国
投
資
信
託

で
あ
り
、
す
で
に
売
却
さ
れ

て
い
ま
す
。現

在
残
っ
て
い
る

５
億
円
の
仕
組
債
の
直
近
の

評
価
額
は
。

　

平
成
22
年
１
月
末
時
点
に

お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
時
価
評

価
額
は
、
前
田
証
券
か
ら
購

入
し
た
１
億
円
の
仕
組
債
が

６
２
０
６
万
円
、
み
ず
ほ
証

券
か
ら
購
入
し
た
１
億
円
の

仕
組
債
が
７
２
２
２
万
円
、

そ
し
て
野
村
證
券
か
ら
購
入

し
た
３
億
円
の
仕
組
債
は
、

２
億
１
５
５
５
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

時
価
評
価
額
の
合
計
額
は

３
億
４
９
８
３
万
円
で
、
評

価
損
益
は
１
億
５
０
１
７
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

仕
組
債
購
入
問
題

に
つ
い
て
、
町
民
に
説
明
会

を
開
催
す
る
考
え
は
。

昨
年
12
月
に
鞍

手
町
内
を
３
カ
所
に
分
け
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町
の
収
入
を
増
や
す
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
対
策

を
と
っ
た
の
か

企
業
誘
致
と
定
住
化
に
向
け
努
力
を
し
た

が
、
ま
だ
実
現
で
き
て
い
ま
せ
ん　
（
町
長
）

岡﨑　邦博　議員

香原　　暹　議員

質
問

会
計
収
納
対
策
課
長

質
問

質
問

質
問

町
長

町
長

町
長

町
長

質
問

質
問

町
長

町
長

町
長

質
問

質
問

質
問

公
金
横
領
問
題
は
解
決
？

町
長

１１億３千万円の仕組債のうち、５億円
以外の仕組債の詳細は

５億円以外のものは外国投資信託で、仕
組債ではありません　　　 　　（町長）

使途が決まっていない宮本学園跡地



て
、
公
金
横
領
事
件
に
関
す

る
住
民
説
明
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
仕
組
債
に
つ
い
て
も
、

質
疑
応
答
の
中
で
お
答
え
を

し
て
い
ま
す
の
で
、
説
明
会

を
す
る
こ
と
は
考
え
て
お
り

ま
せ
ん
。

仕
組
債
購
入
に
関

し
て
、
19
年
３
月
に
総
務
省

か
ら
実
態
調
査
が
あ
っ
た
よ

う
で
す
が
、
そ
の
時
点
で
、

そ
れ
以
後
の
仕
組
債
購
入
を

思
い
と
ど
ま
る
べ
き
で
は
な

か
っ
た
か
。19

年
２
月
に
調
査

が
あ
っ
て
い
ま
す
が
、
鞍
手

町
が
購
入
し
て
い
る
よ
う
な

種
類
の
仕
組
債
の
調
査
で
は

な
か
っ
た
の
で
、
該
当
な
し

で
報
告
し
て
い
ま
す
。
当
時
、

関
係
者
に
、
仕
組
債
に
関
し

て
今
く
ら
い
の
知
識
が
あ
っ

た
な
ら
ば
、
購
入
は
し
て
い

な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

平
成
19
年
３
月
に

巡
回
バ
ス
検
討
委
員
会
の
結

論
が
出
さ
れ
た
が
、
未
だ
に

実
施
さ
れ
て
い
な
い
理
由
は
。

ま
た
今
後
ど
う
す
る
の
か
。

大
き
な
理
由
は

財
政
が
逼
迫
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
現
状
で
は
財

政
上
大
き
な
負
担
と
な
り
ま

す
。
現
在
、
国
土
交
通
省
の

支
援
を
受
け
る
た
め
準
備
を

し
て
い
ま
す
。

本
年
２
月

17
日
、「
鞍
手
町
公
共
交
通

活
性
化
協
議
会
」
の
設
立
会

議
を
開
催
し
、
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
な
ど
に
つ
い
て
承

認
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
３

月
中
に
は
事
業
申
請
を
出
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
22

年
度
中
に
事
業
計
画
を
策
定

し
、
補
助
金
申
請
、
陸
運
局

の
認
可
と
な
り
ま
す
。
23
年

度
に
試
行
運
転
を
開
始
し
、

25
年
度
ま
で
の
３
年
間
に
事

業
の
評
価
と
見
直
し
を
行

い
、
26
年
度
か
ら
安
定
し
た

交
通
機
関
を
立
ち
上
げ
る
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

福
岡
県
の
中
島
前

副
知
事
と
山
本
県
町
村
会
長

が
贈
収
賄
容
疑
で
逮
捕
さ
れ

た
が
、
使
わ
れ
た
お
金
は
町

村
か
ら
の
負
担
金
で
あ
り
、

ま
た
町
村
に
還
元
さ
れ
る
べ

き
交
付
金
や
共
済
事
業
に
よ

る
収
益
金

で
あ
る
。

２
月
26
日

に
県
町
村

会
が
開
催

さ
れ
て
い

る
が
、
そ

の
会
議
の

中
で
事

件
に
つ
い

て
ど
の
よ

う
な
話
が

あ
っ
た
の
か
。

定
期
総
会
で
は
、

２
月
２
日
に
は
山
本
文
男
会

長
及
び
中
島
前
副
知
事
が
贈

収
賄
容
疑
で
逮
捕
、
２
月
23

日
に
起
訴
さ
れ
た
こ
と
な

ど
、
事
件
の
概
略
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

　

３
月
４
日
に
は
町
村
会
会

長
職
務
代
理
者
か
ら
、
山
本

会
長
の
辞
任
が
承
認
さ
れ
た

た
め
、
後
日
会
長
選
挙
を
実

施
す
る
旨
の
通
知
が
あ
っ
て

い
ま
す
。

町
村
会
と
し
て
も

自
浄
能
力
を
発
揮
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
思
う
が
、
報

告
に
対
す
る
意
見
や
質
問
等

は
な
か
っ
た
の
か
。
そ
れ
と

も
出
す
機
会
が
な
か
っ
た
の

か
。

「
こ
れ
ま
で
の
業

績
は
認
め
る
が
、
事
件
と
し

て
は
良
い
こ
と
で
は
な
い
」

「
自
ら
出
処
進
退
を
決
め
る

べ
き
」
と
い
う
意
見
と
「
捜

査
中
な
の
で
、
は
っ
き
り
し

て
か
ら
で
も
良
い
の
で
は
」

と
い
う
、
大
き
く
２
つ
に
分

か
れ
た
意
見
が
出
ま
し
た
。

今
回
の
事
件
に

関
し
て
、
真
相
の
解
明
を
警

察
だ
け
に
任
せ
る
の
で
は
な

く
、
町
村
会
と
し
て
き
ち
ん

と
全
容
の
解
明
と
再
発
防
止

策
を
求
め
て
い
く
べ
き
だ
と

思
う
が
、
町
長
の
考
え
は
。

今
後
、
町
村
会
と

し
て
は
当
然
再
発
防
止
に
取

り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
山
本
会
長
が
辞

職
さ
れ
、
今
ま
で
の
会
長
の

絶
大
な
力
が
今
後
ど
う
い
う

動
向
に
な
る
の
か
分
か
り
ま

せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
の
会
議

に
お
い
て
、
事
件
の
内
容
報

告
等
を
踏
ま
え
て
発
言
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

町
村
会
だ
け
で
な

く
、
県
に
対
し
て
も
全
容
解

明
、
再
発
防
止
及
び
特
別
職

に
対
す
る
政
治
倫
理
条
例

制
定
を
求
め
る
べ
き
と
思
う

が
。

町
村
会
で
も
議
論

が
あ
る
と
思
う
の
で
、
機
会

を
捉
え
て
私
な
り
の
意
見
を

出
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

平成22年５月10日発行　鞍手町議会だより　№85 ⑭

宇田川　亮　議員

巡
回
バ
ス
の
導
入
は

町
長

質
問

企
画
財
政
課
長

質
問

町
長

質
問

町
長

質
問

町
長

町
長

質
問

県町村会と県に対して、贈収賄事件の全
容解明、再発防止を求める考えは

機会をとらえて求めていきます　（町長）

町村会と県幹部の贈収賄事件を報じる新聞記事

質
問

副
町
長



子
ど
も
手
当
の
制

度
の
概
要
と
本
町
の
受
給
対

象
者
は
。

子
ど
も
手
当
制

度
の
概
要
で
す
が
、
①
０
歳

か
ら
中
学
卒
業
ま
で
の
子

ど
も
を
対
象
に
、
一
人
月
額

１
万
３
０
０
０
円
を
支
給
、

②
所
得
制
限
は
設
け
な
い
、

③
今
ま
で
の
児
童
手
当
に
、

子
ど
も
手
当
分
を
上
乗
せ
す

る
、
④
従
来
の
事
業
主
が
負

担
す
る
費
用
以
外
の
費
用
に

つ
い
て
は
国
が
全
額
負
担
す

る
。
ま
た
23
年
度
に
つ
い
て

は
、
来
年
の
通
常
国
会
で
審

議
す
る
、な
ど
と
な
っ

て
い
ま
す
。
な
お
、

鞍
手
町
の
対
象
者
は
、

８
９
７
人
で
す
。

地
方
の
負

担
が
残
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
が
、
町

の
新
た
な
負
担
は
。

子
ど
も
手

当
の
内
、
従
前
の
児

童
手
当
分
を
負
担
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

増
加
し
た
地
方
負
担

分
に
つ
い
て
は
、
別
途
新
た

に
設
け
ら
れ
る
地
方
特
例
交

付
金
で
ま
か
な
わ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

国
は
、
来
年
度
か

ら
子
ど
も
手
当
を
２
万
６
千

円
支
給
す
る
と
し
て
い
る

が
、
財
源
不
足
か
ら
地
方
が

求
め
る
全
額
国
費
は
困
難
と

い
う
見
方
も
あ
る
。
今
後
、

全
額
国
費
で
ま
か
な
う
よ
う

国
に
要
望
し
て
い
く
の
か
。

当
然
で
す
。今
後
、

地
方
６
団
体
を
通
じ
て
強
く

要
望
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。今

度
鞍
手
町
が
過

疎
法
（
過
疎
地
域
自
立
促

進
特
別
措
置
法
）
の
指
定

に
な
る
理
由
は
、
従
前
は
35

年
間
の
人
口
減
少
率
が
30
％

以
上
で
あ
っ
た
も
の
が
、

１
９
６
０
年
か
ら
の
45
年
間

で
33
％
以
上
と
い
う
こ
と
に

条
件
が
緩
和
さ
れ
た
こ
と
に

よ
る
も
の
か
。

人
口
減
少

率
は
そ
う
で
す
。
そ
れ
に
財

政
力
指
数
が
０
・
５
６
以
下

と
い
う
、
両
方
の
要
件
を
満

た
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

過
疎
債
の
対
象
事

業
に
は
、
ソ
フ
ト
事
業
も
含

ま
れ
る
の
か
。

今
回
の
改
正
案
で

は
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
だ
け
で

な
く
、
ソ
フ
ト
事
業
も
対
象

に
な
り
ま
す
。
現
在
、
各
課

に
、
対
象
と
な
る
事
業
に
つ

い
て
調
査
を
す
る
よ
う
指
示

し
て
い
ま
す
が
、
今
後
更
に

情
報
の
収
集
に
努
め
、
ハ
ー

ド
、
ソ
フ
ト
事
業
の
区
別
な

く
、
活
用
で
き
る
も
の
に
つ

い
て
は
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
く
予
定
で
す
。

平成22年５月10日発行　鞍手町議会だより　№85⑮

「
子
ど
も
手
当
は
全
額
国
で
」
要
望
を

６
団
体
を
通
じ
て
強
力
に
要
望
し
て
い
き
ま
す

（
町
長
）

栗田　幸則　議員

質
問

町
長

質
問

町
長

質
問

町
長

過
疎
債
の
対
象
事
業
は

企
画
財
政
課
長

質
問

町
長

質
問

子ども手当の効果を期待したいものです

　開かれた議会とするための第１弾として、下記のと
おり「議会交際費」と「会議録」を町のホームページで

公開することを「議会活性化特別委員会」で決定しまし

た。

○議会交際費…平成２２年４月分から毎月翌月末までに
　　　　　　　前月１カ月支出分を掲載

○議会会議録…平成２２年３月定例会分から会議開催月
　　　　　　　の翌月末までに掲載

（ただし、掲載する会議録は本会議分）

議会交際費と議会会議録

町ホームページで公開　!!

議会を
4 4 4

傍聴
4 4

してみませんか
 

　皆さんが選んだ議員が、議会でどのような質問などをし

ているのか、また議会がどのように行われているのかを知

るために、議会の傍聴をしてみませんか。議会は３月、６月、

９月と１２月に定例会が開かれ、必要に応じて臨時会が開

かれます。なお、次回は６月定例会です。
　傍聴に関する不明な点は、議会事務局にお尋ね下さい。



　
　
　
　
　

平成22年５月10日発行　鞍手町議会だより　№85 ⑯

日
ひだかなおゆき

髙直幸氏（７６歳）
住　所　　八尋７３９番地３

当選回数　　３回

　

平
成
22
年
１
月
31
日
、

仲
野　

守
前
議
長
が
町
長
選

出
馬
の
た
め
辞
職
さ
れ
ま
し

た
の
で
、
本
臨
時
会
に
お
い

て
議
長
選
挙
が
行
わ
れ
、
日

髙
直
幸
議
員
を
選
出
し
ま
し

た
。

　

前
議
長
の
町
長
選
出
馬
に
伴
う
辞
職
に
よ
り
、
今
回
議

員
各
位
の
ご
推
挙
に
よ
り
ま
し
て
、
議
長
の
要
職
に
就
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
鞍
手
町
は
、
厳
し
い
財
政
運
営
を
し
い
ら
れ
て
お

り
、
行
財
政
改
革
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
が
、
議
会
と

し
ま
し
て
も
、
本
町
の
課
題
の
克
服
と
町
民
の
福
祉
の
向

上
を
目
指
し
、
絶
え
ず
町
民
目
線
で
、
町
民
の
期
待
に
添

え
ま
す
よ
う
誠
心
誠
意
努
力
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
ご
支

援
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
議
長
に 

日
髙
直
幸
氏
を
選
出

平成２２年第２回臨時会が４月１６日に開催され、議長選挙をはじめ、専決処
分の承認など３議案を審議し、いずれも承認・可決しました。

臨 時 会

　

主
な
改
正
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

○
個
人
住
民
税

　

・
年
少
扶
養
親
族
に
係
る
扶
養
控
除
の

　
　

廃
止

　

・
特
定
扶
養
親
族
の
う
ち
、
16
歳
以
上

　
　

19
歳
未
満
の
も
の
に
係
る
扶
養
控
除

　
　

上
乗
せ
部
分
の
廃
止

　

・
同
居
特
別
障
害
者
加
算
の
特
例
の
見

　
　

直
し

　

・
65
歳
未
満
の
者
の
公
的
年
金
所
得
に

　
　

係
る
個
人
住
民
税
の
徴
収
方
法
の
変

　
　

更

○
固
定
資
産
税

　

・
新
築
住
宅
等
に
係
る
固
定
資
産
税
の

　
　

減
額
措
置
に
つ
い
て
、
対
象
資
産
の

　
　

取
得
期
限
が
平
成
24
年
３
月
31
日
ま

　
　

で
２
年
間
延
長

○
地
方
た
ば
こ
税
の
税
率
引
き
上
げ

　

主
な
改
正
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

○
国
民
健
康
保
険
税
（
医
療
分
）

　

・
課
税
限
度
額
を
３
万
円
引
き
上
げ

　
　

50
万
円
に

○
国
民
健
康
保
険
税
（
後
期
高
齢
者
支
援

　

金
分
）

　

・
課
税
限
度
額
を
１
万
円
引
き
上
げ

　
　

13
万
円
に

○
非
自
発
的
失
業
者
（
倒
産
、
派
遣
切
り

　

な
ど
）
に
対
す
る
軽
減
措
置
の
創
設　

専
決
処
分
の
承
認

　

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
や
、
国
税
収
納
金
整
理
資
金
に
関
す
る
法

律
施
行
令
等
が
改
正
さ
れ
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
鞍
手
町
税
条

例
や
国
民
健
康
保
険
税
条
例
が
次
の
と
お
り
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

年
少
扶
養
親
族
に
係
る
扶
養
控

除
廃
止
や
地
方
た
ば
こ
税
率
の

引
上
げ
な
ど

〜
税
条
例
の
一
部
改
正
〜

賛
成
11
・
反
対
１
で
承
認

賛
成
11
・
反
対
１
で
承
認

国
保
税
医
療
分
３
万
円
、

後
期
高
齢
者
支
援
分
１
万
円
、

課
税
限
度
額
を
引
き
上
げ

〜
国
保
税
条
例
の
一
部
改
正
〜
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２人の議員が当選
４月１１日に行われた町議会議員補欠選挙で２人の議員が当選されましたので、ご紹介し
ます。

永年議員在職功労に対し、
表彰状が贈られました。

－　全国議長会 か ら１５年表彰　－
－　県 議 長 会 か ら 1５年表彰　－

宇う
た
が
わ

田
川　

亮
あ
き
ら　

議
員

（
５
期
目
）

平
成
６
年
４
月
18
日
か
ら
現
在
ま
で

①
年
齢　

62
歳

②
住
所　

八
尋
１
１
３
３
番
地
１

③
職
業　

歯
科
技
工
士

④
党
派　

民
主
党

⑤
所
属
委
員
会　

総
務
文
教
委
員
会

⑥
抱
負

　

今
回
の
選
挙
で
は
、
多
く
の
方
々

に
支
え
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
一
町
民
と
し

て
、
町
民
目
線
で
の
政
治
の
あ
り

方
を
目
指
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

鞍
手
町
が
元
気
な
町
で
あ
る
よ

う
に
、
視
点
を
す
え
て
町
の
あ
り

方
を
見
つ
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

元
気
、
正
直
、
勇
気
の
心
を
持
っ

て
、
議
員
活
動
に
当
た
り
ま
す
。

皆
様
の
ご
支
援
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

須す
ど
う藤 

信し
ん
い
ち
ろ
う

一
郎　
議
員

①
年
齢　

49
歳

②
住
所　

中
山
３
３
０
０
番
地
３

③
職
業　

会
社
員

④
党
派　

無
所
属

⑤
所
属
委
員
会　

民
生
産
業
委
員
会

⑥
抱
負

　

大
切
な
一
票
を
多
く
の
町
民
の

皆
様
方
に
投
じ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
こ
と
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

左
の
胸
に
付
け
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
「
議
員
バ
ッ
ジ
」
は
、
多
く

の
町
民
の
皆
様
方
の
ご
指
示
と
期

待
の
証あ
か
し
で
あ
る
と
重
く
受
け
止
め
、

常
に
「
鞍
手
町
の
た
め
」「
皆
様
方

の
た
め
」
に
行
政
と
の
つ
な
ぎ
役

と
し
て
、
誠
心
誠
意
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。

田た
な
か中 

二ふ

み

き
三
輝　
議
員



発
行
責
任
者

　
　

議
会
議
長　

日
髙　

直
幸

編
集
ス
タ
ッ
フ

　
　

委
員
長　
　

香
原　
　

暹

　
　

副
委
員
長　

星　
　

正
彦

　
　

委　

員　
　

原　
　

哲
也

　
　

委　

員　
　

久
保
田
正
之

　
　

委　

員　
　

栗
田　

幸
則

　
　

委　

員　
　

毛
利　
　

喬

▼
３
月
18
日
、
町
内
小
学

校
で
卒
業
式
が
あ
り
ま
し

た
。
外
は
春
雷
と
雨
。
肌

寒
い
中
、
卒
業
生
は
校
長

先
生
か
ら
卒
業
証
書
を
受

け
取
り
、
６
年
間
の
思
い

出
が
い
っ
ぱ
い
詰
ま
っ
た

学ま
な

び
舎や

に
別
れ
を
告
げ
ま

し
た
。

▼
３
月
３
日
、
平
成
22
年

第
１
回
鞍
手
町
議
会
が
招

集
さ
れ
ま
し
た
。
議
案
は

全
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
が
、

22
年
度
当
初
予
算
は
、
４

月
に
町
長
選
挙
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
新
規
事
業
や
政

策
的
費
用
は
除
い
た
骨
格

予
算
で
し
た
。

▼
厚
生
労
働
省
は
、
受
動

喫
煙
者
の
健
康
被
害
を
防

ぐ
た
め
、
多
く
の
人
が
利

用
す
る
施
設
を
全
面
禁
煙

に
す
る
よ
う
自
治
体
に
通

知
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
機

に
た
ば
こ
と
縁
を
切
り
、

健
康
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
（
久
保
田
正
之
）

編

集

後

記

　
「
議
会
活
性
化
に
関
す
る
検
討

事
項
」
に
つ
い
て
の
協
議
・
検
討

の
状
況
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

①
本
会
議
の
開
始
時
間
・
質
疑
回
数 

　

制
限
の
撤
廃

【
状
況
】

　

開
始
時
間
は
午
後
１
時
。
但
し
、

　

支
障
が
あ
っ
た
時
、
変
更
に
つ
い

　

て
検
討
。
質
疑
回
数
制
限
撤
廃
は

　

継
続
審
議

②
テ
レ
ビ
モ
ニ
タ
ー
設
置
（
議
場
の

　

放
映
）

【
状
況
】

　

予
算
措
置
で
き
れ
ば
設
置

③
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
電

　

子
化
（
会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム
の

　

導
入
）

【
状
況
】

　

検
索
シ
ス
テ
ム
は
、
電
算
シ
ス
テ

　

ム
の
更
新
に
合
わ
せ
導
入
。
当
面

　

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
閲
覧

④
住
民
参
加
の
方
策
（
夜
間
・
休
日

　

議
会
）

【
状
況
】

　

住
民
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
た
め
、

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
後
に

　

検
討

⑤
議
会
運
営
基
準
の
制
定

【
状
況
】

　

協
議
中

⑥
議
会
報
告
会
（
懇
談
会
）
の
実
施

【
状
況
】

　

実
施
す
る
。
方
法
等
は
継
続
検
討

⑦
説
明
員
の
反
問
制
度
導
入

【
状
況
】

　

時
期
尚
早
。
当
面
見
合
わ
せ

⑧
通
年
議
会
制
度
の
導
入

【
状
況
】

　

協
議
の
場
を
変
え
て
検
討

⑨
議
員
勉
強
会
（
研
修
会
）
の
開
催

【
状
況
】

　

開
催
。
議
会
報
告
会
、
反
問
制
度
、 

　

通
年
議
会
に
つ
い
て
も
こ
こ
で
勉 

　

強
す
る
。
開
催
方
法
は
継
続
検
討

　

今
後
は
、
議
員
報
酬
や
定
数
等

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　今から入学式会場に行きます !!　
  

　４月９日、町内の小学校で入学式がありました。
　表紙の写真は、教室から入学式の会場に向かうため、整列
している剣南小学校の新１年生です。
　不安そうな顔、楽しそうな顔。色々な思いが顔に表れている
ように思います。先生から「名前を呼ばれたら大きな声で返事
できるかな。」と尋ねられると、みんな大きな声で「は～い」
教室では、初めて会う同級生ともすぐにお友達になれたよう
です。これから始まる小学校生活。勉強、スポーツ、そして
遊び。　ガンバレ、夢いっぱいの１年生！

　
 

12
月
定
例
会
号
の
９

ペ
ー
ジ 

意
見
書
で
、「
さ

ら
な
る
緊
急
雇
用
対
策

の
実
施
を
求
め
る
意
見

書
」
の
表
題
を
「
緊
急

経
済
対
策
の
早
期
実
施

を
求
め
る
意
見
書
」
と

記
載
し
て
い
ま
し
た
。

　

お
詫
び
し
て
、
訂
正

い
た
し
ま
す
。

お
詫
び
と
訂
正

議
会
活
性
化
特
別
委
員
会
の
経
過
報
告

　

特
別
委
員
会
は
、
３
月
ま
で
に
６
回
開
催
さ
れ
、「
議
会
活
性
化
の

検
討
（
住
民
参
加
の
方
策
、
議
会
運
営
の
基
準
、
議
会
報
告
会
）」
に

つ
い
て
調
査
・
研
究
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
状
況
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。　


